
佐倉市立印南小学校
GIGAスクール構想に向けて

令和8年度佐倉市教育委員会から出された
各校が目指す取り組みについて

印南小学校でも学年に応じてステッ
プ１～４を目指します。

2026年度作成



学校教育目標と情報教育

学校教育目標
豊かな心をもち、自ら考え行動する、たくましい児童の育成

目指す児童像
「考える子」「思いやりのある子」「たくましい子」

情報教育の目標
・情報、情報技術、機器の基本的な操作、プログラミングに関する基礎的な知識及び
技能を身に付ける。

・学習内容や目的に応じて、学習支援ソフトを選択・有効活用し、他者と協働しながら
学ぶことができるようにする。

・自他の権利を尊重し、情報の信頼性を考え、安全に情報活用しようとする態度を養う。

学校教育目標の実現を支える情報教育とICT活用



印南小学校では、このような場面での活用
を想定して指導しています。



協働的な学び

お互いの考えを見比べたり、意見をまとめたりしています。



学びの可視化

全員の意見を集約してグラフなどで視覚化したり、気づいたことを
共有したりしています。



個別最適な学び

学習支援ソフトを活用し、一人一人の理解に応じて学習しています。
オクリンクプラスなどで、個別の助言や評価を行います。



記録・振り返り

植物の観察記録、作品やノートの記録、発表の振り返りなど



探究的な学び

調べたことを整理する、見学や体験をまとめるなど



教職員の取り組み
印南小学校では、ICT支援員と連携し、ICTを活用した授業改
善や学習支援ソフトの効果的な活用の推進を目指します。
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